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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 
 

研研究究タタイイトトルル：：  

粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれのの数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法ととモモデデルル化化  

 

氏氏名名：：      藤藤田田克克志志／／FFUUJJIITTAA  KKaattssuusshhii  EE--mmaaiill：：  ffuujjiittaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本流流体体力力学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  再再生生可可能能エエネネルルギギーー，，小小水水力力，，粘粘弾弾性性流流体体，，CCFFDD，，流流れれのの可可視視化化  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・流流れれのの数数値値計計算算手手法法にに関関すするるこことと  

・・流流れれのの可可視視化化にに関関すするるこことと  

・・粘粘弾弾性性流流体体にに関関すするるこことと  

  

 
研研究究内内容容：：  粘粘弾弾性性流流体体のの急急縮縮小小部部をを通通るる流流れれのの数数値値計計算算  

  

  

高高分分子子粘粘液液・・融融液液，，血血液液ななどどにに代代表表さされれるる粘粘性性とと弾弾性性のの性性質質をを兼兼ねね備備ええたた粘粘弾弾性性流流体体のの流流れれはは様様々々なな特特異異流流

れれがが発発生生すするる。。特特異異流流れれのの発発生生メメカカニニズズムムのの解解明明ののたためめにに数数値値シシミミュュレレーーシショョンン手手法法のの開開発発とと粘粘弾弾性性流流体体ののモモデデ

ルル化化をを行行うう。。  

特特異異流流れれののひひととつつととししてて，，急急縮縮小小流流れれでで発発生生すするる DDiivveerrggeennccee  FFllooww ががああるる。。ここのの流流れれははププララススチチッッククのの射射出出成成型型

ななどどでで実実際際にに観観察察すするるここととががででききるる。。図図はは，，DDiivveerrggeennccee  FFllooww をを数数値値シシミミュュレレーートトししたた結結果果ででああるる。。  
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